




真偽の程は定かではありませんが、国字の「鮎」は玉島川でアユが釣れな

アユは寿命が１年なので「年魚」、または、鱗が小さいので「細鱗魚」な

どと表記されていました。

　『日本書紀』や『肥前風土記』には「昔、神功皇后が松浦地方の玉島川

(唐津市)に立ち寄られた際に、衣から引き抜いた糸と針を曲げた釣針に飯

粒を付け『これからの戦いに勝てるならば細鱗の魚よ我が釣り糸を呑め』

と言ってアユ釣りで占いをした」という故事が書かれています。

　流れの中で石の表面についた藻類だけをかじり取るアユの食性からはあ

りえないことですが、このときの「占い」でアユが釣れたことから「鮎」

という国字（日本で作られた漢字風の文字のこと）が作られたそうです。

　余談ですが、この珍しい事から「希見国」という言葉がなまって「松浦」
めづらのくに

じんぐうこうごう　　 まつうら

の地名ができたとも書かれています。

かったら作られなかった字かもしれないのです。

中国では、アユは「香魚」と表記されます。日本では、


